
作成：社団法人農山漁村文化協会当資材は平成 20年度農林水産省にっぽん食育推進事業の一環として作成されました。

イネの枝
え だ

分かれ「分
ぶ ん

げつ」を観
か ん

察
さ つ

しよう！
　イネの苗

なえ

からは根元から次々と新しい茎
くき

が分かれて出てくる。これを ｢分げつ｣ と言うんだ。
生育の条件にもよるけれど、１本のイネからはおおよそ20本前後の茎が出てくるよ。

イネの分げつのようすを描
えが

いてみよう。イネの葉と100℃
イネの１枚の葉が伸びきるには、毎日の平

へい

均
きん

気温の合計が 100℃になることが必要。
20℃の日なら、５日間必要になる計算だ

ココがポイント メモ	 描いてみよう

分げつのようすをよく観察
してみよう。
　分げつにはちょっとした
規
き

則
そく

がある。まずイネの葉
は左右交

こう

互
ご

に順
じゅん

序
じょ

よく出
てくる。それに、最初にの
びた１本の茎に５枚目の葉
が新しく出てくると、３枚
下の葉のわきから新しい茎
が出てくる。こうして葉が
１枚ずつ増えるたびに、そ
の３枚下の葉のわきから新
しく茎を出す。
　こうして枝分かれした茎
にそれぞれ穂

ほ

をつけるの
で、たくさんのお米が収

しゅう

穫
かく

できるというわけなんだ。
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